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ふ
る
さ
と
愛
媛
の
県
産
品
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う

有
限
会
社　

あ
か
月

日

高　

淳

之

介
く
ん

じ
ゅ
ん

の

す
け

大
洲
市
長
浜
町

　　
（
長
浜
小
学
校
六
年
生
）

僕

の

家

　

僕
の
家
は
あ
か
月
と
い
う
料
理

店
で
す
。
冬
は
ふ
ぐ
料
理
が
多
く

遠
い
所
か
ら
い
っ
ぱ

い
食
べ
に
来
て
い
ま

す
。
僕
も
魚
を
つ
っ

て
き
た
時
は
自
分
で

時
々
さ
ば
き
ま
す
。

さ
ば
き
方
は
じ
い
ち

ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
じ

い
ち
ゃ
ん
は
去
年
の

十
二
月
に
亡
く
な
っ
て
と
て
も
さ

み
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
は
お
父

さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
生
け

ん
め
い
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。

僕
も
時
々
お
父
さ
ん
の
手
伝
い

を
す
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
が

新
し
く
作
っ
た

料
理
を
「
お
い

し
い
か
食
べ
て

み
て
」
と
い
う

時
も
あ
り
食
べ

て
み
た
ら
め
ち

ゃ
め
ち
ゃ
お
い

し
か
っ
た
の
で

「
す
ご
く
お
い
し

い
」
と
い
う
と
、「
よ
し
よ
し
」

と
う
れ
し
そ
う
に
笑
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
じ
い
ち
ゃ
ん
が

色
々
教
え
て
く
れ
た
事
を
思
い

出
し
、
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い

来
て
く
れ
る
よ
う
な
料
理
店
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

珠
　
算
　
検
　
定

　

全
国
連
、
各
都
道
府
県
連
主
催

の
第
１
６
１
回
珠
算
検
定
を
、
去

る
６
月
19
日
（
日
）、
県
下
２
商
工

会
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

合
計
41
名
が
受
験
し
、
22
名
が

合
格
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
級
合
格
者
は
１
名
、

次
の
方
が
合
格
し
ま
し
た
。

（（　

���

）
表
記
は
商
工
会
名
）

●
一
級
合
格
者

古
和
田
美
友
（
西
予
市
）

全国商工会経営者休業補償制度
就業中／業務外を問わず、病気・ケガによる月々の所得を補償いたします。

保険料は、一般加入より37～44％割安です。　　　自宅療養も補償いたします。
天災が原因のケガによる就業不能も補償いたします。

本制度のお問い合せ・お申込みは、最寄りの商工会までお気軽にお電話下さい。

毎月加入
受付中！

見
奈
良
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

東
温
市

１
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

コ
ス
モ
ス
畑
に
約
１
０
０
万
本
の

可
憐
な
花
が
咲
き
ほ
こ
る

９
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て

開
催
さ
れ
る
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

期
間
中
の
土
日
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

来
年
こ
そ
は
紫
・
白
・
ピ
ン
ク
の

花
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
愛
で
て
み
た
い
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経
営
よ
ろ
ず
相
談
所
、
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
中
小
企
業
白
書
２
０
１
１
年

版
」
が
７
月
１
日
、
中
小
企
業
庁

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
白
書
の

副
題
は
「
震
災
か
ら
の
復
興
と
成

長
制
約
の
克
服
」。
第
１
部
で
、

最
近
の
中
小
企
業
の
動
向
及
び
震

災
の
中
小
企
業
へ
の
影
響
を
分
析

し
、
第
２
部
で
、
震
災
で
も
改
め

て
認
識
さ
れ
た
経
済
社
会
に
お
け

る
中
小
企
業
の
重
要
性
を
示
し
、

第
３
部
で
、
経
済
成
長
を
担
う
中

小
企
業
の
復
興
・
発
展
の
方
向
性

を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
業
況
、
生
産
は
持

ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
震
災
の
影
響
に
よ
り
大

幅
に
悪
化
し
て
い
る
と
指
摘
、
資

金
繰
り
も
足
下
で
大
き
く
悪
化

し
、
完
全
失
業
率
も
高
水
準
で
推

移
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
の
景
況
で
は
、
震
災
で

直
接
的
被
害
の
大
き
か
っ
た
東
北

地
方
や
関
東
地
方
で
、
大
幅
な
低

下
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
他
の

地
域
で
も
総
じ
て
低
下
し
て
お
り

東
日
本
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に

そ
の
影
響
が
及
ん
だ
こ
と
が
わ
か

る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
業
種

別
で
は
、
震
災
前
ま
で
は
、
持
ち

直
し
の
動
き
や
そ
の
水
準
に
違
い

が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、２
０

１
１
年
３
月
に
は
、
総
じ
て
震
災

の
影
響
が
深
刻
と
な
り
、
落
ち
込

み
の
幅
に
違
い
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
い
ず
れ
の
業
種
で
も
大
幅
に

悪
化
し
た
と
分
析
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。

　

中
小
企
業
は
、
企
業
数
の
99
・

7
％
、
雇
用
の
約

７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
多
く
の
付

加
価
値
を
生
み
出

し
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
中
核

を
担
う
な
ど
、
我

が
国
の
産
業
の
基

盤
を
支
え
、
生
活

必
需
品
の
供
給
者

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
心
と
し

て
、
地
域
の
消
費

や
社
会
を
支
え
て

い
る
と
強
調
し
て

い
ま
す
。
震
災
で

も
、
こ
う
し
た
中

小
企
業
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
た

と
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
に

加
え
、
震
災
後
に
一
層
高
ま
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
制
約
の
中
で
、

我
が
国
経
済
が
持
続
的
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
の
労
働

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

図
２
は
、
労
働
生
産
性
向
上
の

た
め
の
中
小
企
業
に
よ
る
取
組
の

重
要
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
場
開
拓
や
人
材
育
成
、
技
術

開
発
は
、
Ｉ
Ｔ
化
、
省
エ
ネ
、
自

動
化
、
業
務
工
程
改
革
よ
り
も
、

効
果
が
実
感
さ
れ
る
ま
で
の
時
間

が
比
較
的
長
く
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
組
を
含
め
、
中
小
企
業

が
独
力
で
労
働
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る

た
め
、
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
効
果
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
事
業
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
、
都
合
６
回
開
催
し

ま
し
た
。特
産
品
開
発
部
会
で
は
、

地
域
内
で
生
産
、
製
造
さ
れ
て
い

る
素
材
や
商
品
を
基
に
、
地
域
の

伝
統
的
な
技
術
や
新
た
な
発
想
を

組
込
ん
で
の
新
商
品
、
特
産
品
開

発
を
行
い
ま
し
た
。

参
画
事
業
者
等

　

小
田
地
区
か
ら
工
房
夢
ふ
う
染

に
よ
る
柿
渋
染
め
の
新
商
品
開

発
、
内
子
地
区
は
酒
六
酒
造
㈱
、

企
業
組
合
内
子
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
２

企
業
が
酒
類
の
試
作
品
開
発
を
行

い
ま
し
た
。

　

特
に
、
柿
渋
染
め
用
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
内
子
に
拘
わ
っ
た
も
の
と

し
た
い
と
の
意
向
か
ら
、
版
画
家

　

内
子
町
商
工
会
に
お
い
て
、
昨

年
度
、「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
取
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

目
的

　

商
工
会
が
核
と
な
り
、
地
域
の

事
業
者
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

な
が
ら
地
域
資
源
を
活
か
し
、
全

国
規
模
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
野
に

入
れ
た
新
製
品
開
発
に
取
組
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
合
的
に
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

特
産
品
の
開
発
を
通
じ
て
、
内

子
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
、
全

国
展
開
を
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
多

く
の
観
光
客
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
れ
に
よ
り
、
地
域
内
商

工
業
者
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
最
終
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

概
要

　

ま
ず
全
国
展
開
支
援
事
業
実
行

委
員
会
を
設
置
し
、
全
体
の
事
業

実
施
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
実
行
す
る
組
織
と
し

て
「
特
産
品
開
発
部
会
」
を
２
部

会
設
置
し
ま
し
た
。

山
田
き
よ
氏
に
依
頼
、「
内
子
座
」

や
木
蠟
で
栄
え
た
時
代
の
豪
商
の

旧
家
「
上
芳
我
邸
」、
八
日
市
の

街
並
み
、
た
ば
こ
畑
、
季
節
を
醸

し
出
す
草
花
な
ど
素
晴
ら
し
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ

キ
ュ
ー
ル
の
原
材
料
の
果
実
に
は
、

内
子
産
の
赤
・
白
ぶ
ど
う
、
り
ん

ご
を
使
用
し
、
日
本
酒
と
ブ
レ
ン

ド
し
た
も
の
を
開
発
し
ま
し
た
。

■
柿
渋
染
め

■
内
子
リ
キ
ュ
ー
ル

■
フ
ル
ー
テ
ィ
ピ
ン
ク

■
和
紙
モ
ビ
ー
ル（
わ
ず
む
商
品
）

　

こ
の
事
業
で
は
「
販
路
開
拓
」

も
、
商
工
業
者
全
体
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
大
き
な
目
標
で
あ

り
、
事
業
の
成
果
発
表
の
場
と
し

て
、２
月
１
日
～
４
日
の
間
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
展
示

商
談
会
に
酒
類
や
柿
渋
染
め
と
販

路
開
拓
認
定
企
業
「
㈱
り
く
う
」

の
『
わ
ず
む
』
商
品
を
出
展
、
大

変
有
益
な
も
の
で
し
た
。

　

統
一
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
に
つ
い
て

は
、協
議
の
結
果
、「
う
ち
こ
コ
コ
」

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
成
果

　

開
発
さ
れ
た
試
作
品
を
ま
と
め

る
と
、
工
房
夢
ふ
う
染
の
テ
ー
ブ

ル
セ
ン
タ
ー
、
の
れ
ん
、
バ
ッ
グ
、

ス
ト
ー
ル
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
一

閑
張
り
等
の
柿
渋
染
め
商
品
、
酒

六
酒
造
の
各
種
リ
キ
ュ
ー
ル
、
企

業
組
合
内
子
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ピ
ン

ク
ど
ぶ
ろ
く
「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
ピ

ン
ク
」
他
大
き
な
成
果
が
上
が
り

ま
し
た
。　

反
省
と
今
後
の
取
組

　

酒
造
免
許
が
取
得
で
き
ず
、
試

作
品
製
造
請
負
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
も
あ
り
、
免
許
が
必
要
な
商

品
開
発
は
充
分
な
事
前
調
査
が
必

要
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
後
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
全
国
的
な
販
路
拡
大
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
版　

中
小
企
業
白
書
の
概
要

〜
震
災
か
ら
の
復
興
と
成
長
制
約
の
克
服
〜

図１　地域別・規模別の業況DI

図２　労働生産性の向上のための取組の重要度

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
実
施
　
〜
う
ち
こ
コ
コ
〜

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

展示商談会

【
第
１
部
】
最
近
の
中
小
企
業
の

動
向

【
第
２
部
】
経
済
社
会
を
支
え
る

中
小
企
業

【
第
３
部
】
経
済
成
長
を
実
現

す
る
中
小
企
業
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去
る
7
月
12
日
（
火
）、
高
知

県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
、
商
工
会
女

性
部
員
約
１
、０
０
０
名
（
本
県

１
１
０
名
）
が
集
い
、
中
国･

四

国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
の
後
、
来
賓
の

方
々
よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
開
会
。

　

主
張
発
表
中
四
国
大
会
で
は
、

9
名
の
代
表
者
に
よ
る
甲
乙
つ
け

難
い
素
晴
ら
し
い
発
表
が
行
わ

れ
、
香
川
県
代
表
で
琴
平
町
商
工

会
女
性
部
の
渡
部
智
子
常
任
委
員

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
本

県
代
表
の
高
田
敏
子
部
長
（
鬼
北

町
）
は
、
講
評
で
も
高
い
評
価
を

得
た
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た

が
、
惜
し
く
も
優
良
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

主
張
発
表
後
、
馬
路
村
農
業
協

同
組
合
の
東
谷
望
史
組
合
長
よ
り

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
９
年
の
「
ご
っ
く
ん
馬

路
村
」
が
人
気
商
品
と
し
て
ヒ
ッ

ト
し
、２
０
１
０
年
に
は
ゆ
ず
加

工
品
の
売
り
上
げ
が
32
億
円
に
ま

で
達
し
た
同
組
合
の
25
年
に
わ
た

る
活
動
の
内
容
は
、
中
山
間
の
不

利
不
便
な
地
域
で
も
や
れ
ば
で
き

る
こ
と
を
証
明
し
、
地
域
づ
く
り

の
手
法
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お

り
、
本
県
は
2
日
目
の
研
修
で
実

際
に
同
地
を
訪
問
、
様
々
な
加
工

品
を
手
に
取
り
、
今
後
の
商
品
開

発
の
参
考
と
し
ま
し
た
。

　

去
る
9
月
3
日
（
土
）、
高
知
市

の
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
中
四
国
の
青
年
部
員
約
７
５

０
名
（
本
県
65
名
）
が
参
加
し
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青

年
部
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
の
後
、
来
賓
の

方
々
よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
開
会
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
中
四
国

九
県
の
代
表
か
ら
青
年
部
活
動
に

か
け
る
熱
い
志
と
想
い
が
伝
わ
る

発
表
が
続
き
、
本
県
代
表
の
大
西

啓
介
さ
ん（
内
子
町
）は
、「
青
年
部

で
取
り
組
ん
だ
レ
ト
ロ
バ
ス
の
運

行
に
よ
る
地
域
振
興
を
通
じ
て
、

自
ら
の
商
売
と
町
づ
く
り
に
も
本

当
の
面
白
さ
を
感
じ
、
か
け
が
え

の
な
い
仲
間
と
青
年
部
員
と
し
て

の
誇
り
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。」と
発
表
、見
事
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
来
年
２
月
に
和
歌

山
県
で
開
催
さ
れ
る
主
張
発
表
全

国
大
会
で
は
、
中
四
国
の
代
表
と

し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

続
い
て
、
高
知
市
出
身
で
44
歳

の
注
目
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
家
で
あ

る
㈱
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
イ
ニ
ン
グ

社
長
の
松
村
厚
久
氏
に
よ
る
記
念

講
演
が
あ
り
、
夢
と
志
を
大
き
く

持
つ
こ
と
の
重
要
性
と
、「
地
産

外
消
」
に
よ
る
海
外
展
開
戦
略
で

売
上
１
、０
０
０
億
円
を
目
指
す

自
ら
の
目
標
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
青
年
部
員
は
、
大
き
な

刺
激
を
受
け
、
思
い
出
に
残
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

◦�

前
年
よ
り
従
業
員
を
一
定
以
上

増
や
す
等
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

１
人
当
た
り
20
万
円
の
法
人
税

等
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦�

従
業
員
を
増
や
す
予
定
の
企
業

は
、
事
業
年
度
開
始
後
２
か
月

以
内
（
平
成
23
年
４
月
１
日
～

８
月
31
日
ま
で
の
間
に
事
業
年

度
を
開
始
す
る
事
業
主
は
10
月

31
日
ま
で
）
に
本
社
・
本
店
を

管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
雇

用
促
進
計
画
の
ご
提
出
を
。

▼�

提
出
期
限
や
提
出
方
法
の
詳
細

は
、愛
媛
労
働
局
職
業
安
定
課
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
８
９（
９
４
３
）５
２
２

１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◦�

愛
媛
県
内
に
事
業
場
を
置
く
中

小
企
業
事
業
主
が
、
事
業
場
内

の
最
も
低
い
時
間
給
等
を
、
４

年
以
内
に
計
画
的
に
８
０
０
円

以
上
に
引
き
上
げ
る
場
合
、
賃

金
引
上
げ
の
た
め
の
業
務
改
善

を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◦�

支
給
の
要
件
は
、

　

①
賃
金
引
上
げ
計
画
の
策
定

　

②�

１
年
あ
た
り
の
賃
金
引
上
げ

額
は
40
円
以
上
（
就
業
規
則

等
に
規
定
）

　

③�

業
務
改
善
の
内
容
及
び
就
業

規
則
に
対
す
る
労
働
者
か
ら

の
意
見
聴
取

　

④�

賃
金
引
上
げ
の
た
め
に
業
務

改
善
を
行
い
費
用
を
支
払
う����

こ
と

　

⑤�

引
上
げ
後
の
賃
金
支
払
実
績����

な
ど
。

◦�

業
務
改
善
（
就
業
規
則
の
作
成・

改
正
、
賃
金
制
度
の
整
備
、
労

働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・

器
具
の
導
入
、
研
修
等
）
に
係

る
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成
し

ま
す
。
上
限
は
１
０
０
万
円
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

愛
媛
労
働
局
賃
金
室　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
９
（
９
４
３
）
５
２
２
１

●
個
人
の
方

　

そ
の
年
中
に
お
い
て
支
払
っ
た

「
特
定
寄
付
金
」
の
合
計
額

−

２

千
円
＝
寄
付
金
控
除
額

（
注
）
所
得
金
額
の
40
％
相
当
額

が
限
度
（
商
工
会
へ
の
義
援
金
の

よ
う
に
震
災
関
連
寄
付
金
に
該
当

す
る
も
の
は
80
％
相
当
額
が
限

度
）
と
な
り
ま
す
。

●
法
人
の
方

　

法
人
が
「
指
定
寄
付
金
」
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
支
払
っ
た
金
額

の
全
額
を
損
金
の
額
に
算
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
申
告
さ

れ
る
法
人
の
方
は「
指
定
寄
付
金
」

と
し
て
申
告
し
て
下
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
商
工
会

ま
で
。

　

こ
の
事
業
は
、
専
門
的
な
経
営

課
題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
県

連
に
お
い
て
、
委
嘱
手
続
き
を
経

た
「
登
録
専
門
家
」
を
直
接
事
業

所
へ
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

■
相
談
事
例

・�

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
を

図
り
た
い
。

・�

経
営
計
画
を
作
成
し
た
い
。

・�

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
た
い
。

・�

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
等
を
取
得
し
た
い
。

・�

就
業
規
則
等
諸
規
程
を
見
直
し

た
い
。　

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
方
法
を

教
え
て
貰
い
た
い
。

・�

事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て
詳
し

く
聞
き
た
い
。
な
ど

■
利
用
手
順

　

①�

最
寄
り
の
商
工
会
へ
申
し
込
み

　

②�

日
程
調
整
を
行
い
、
専
門
家

と
経
営
指
導
員
が
事
業
所
を

訪
問

　

③�

１
企
業
２
回
ま
で
無
料

■
留
意
点

・�

法
的
手
続
き
、
税
務
申
告
、
特

許
申
請
等
を
委
任
す
る
場
合
や

現
場
で
材
料
な
ど
を
使
用
す
る

場
合
は
、
相
談
者
の
実
費
と
な

り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
商
工
会

ま
で
。

東
日
本
大
震
災
に

係
る
義
援
金
の
税

務
上
の
取
り
扱
い

（
商
工
会
を
通
じ
て

支
払
っ
た
場
合
）

専
門
家
を
派
遣

し
ま
す
！

雇
用
促
進
税
制

ス
タ
ー
ト
！

ご
存
じ
で
す
か
？

中
小
企
業
を
応
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
会

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
会

高田敏子部長（鬼北町）

大西啓介部員（内子町）

商工会・連合会へのご意
見・ご要望がございまし
たら、下記にお寄せ下さ
い。
e-mail: soumu@esci.or.jp

※寄せられたご意見・ご要望は
商工会及び連合会の運営に活用
する以外に利用いたしません。

商
工
会
の
相
談
事
業
を
活
用
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

ご入浴・ご宴会・ご宿泊
 おせち料理も承っています。

〒７９７－１５０３　大洲市肱川町宇和川５８８番地１
 TEL０８９３－３４－２０００ FAX０８９３－５９－８２２２

愛媛県大洲市肱川町宇和川3030番地

小松銘産

めしや菓舗
西条市小松町新屋敷甲2893－1

☎（0898）72－2001

創業天保九年
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元金安全・確定利回りの債券貯蓄。

新 型 定 期 預 金

1年貯蓄 5年貯蓄

有利な金利で、１年、２年、３年。

商工中金
あ な た の Ｂ Ａ Ｎ Ｋ

●いよてつ会館東

〒790-0001　愛媛県松山市一番町2-6-4
松山支店

TEL 089（921）9151

い
よ
て
つ
会
館
●

大
街
道

至
松
山
駅 至

道
後

県庁
●

●
市役所

●
三越

裁判所 GS
●

商工中金

小島泰三税理士事務所

小　島　泰　三
所 長

〒798－3302　愛媛県宇和島市津島町高田甲2930－1
TEL：（0895）－32－5586　FAX：（0895）－32－5547
E-mail：kojima.taizo@tkcnf.or.jp
URL：http://www.kojimazeirishi.com

税理士・行政書士・システムアドミニストレイター

Kojima Taizo Certified Tax Accountant Office

Kojima　Taizo

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

一
般
社
団
法
人
愛
媛
県
発
明
協

会
は
、
県
内
の
中
小
企
業
や
起
業

家
ら
を
対
象
に
、
知
的
財
産
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
ア
イ
デ

ア
段
階
か
ら
事
業
展
開
ま
で
一
貫

し
て
支
援
を
行
う
目
的
で
、
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
愛
媛
内
に
「
知
財
総
合

支
援
窓
口
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９
（
９
６
０
）

　

１
１
０
３
ま
で
。

知
財
総
合
支
援

窓
口
を
開
設

「チャレンジ企業支援資金・経済成長戦略枠」

　県では、愛媛県経済成長戦略2010実現に向けて取り組む中小企業のみなさまを金銭面からバックアップ
するため、融資制度を設けています。

資 金 名 チャレンジ企業支援資金・経済成長戦略枠

融資対象者
愛媛県経済成長戦略2010に記載された戦略の実現に資する事業を行う者として県の確認を
受けた方

資 金 使 途 運転資金、設備資金

融資限度額 １億円（うち、運転資金は５千万円）

融 資 期 間
運転５年以内（うち据置期間１年以内）
設備７年以内（うち据置期間１年以内）

融 資 利 率 運転資金1.65％、設備資金1.15％以内

保 証 料 率
0.35〜 1.72％（割引有）
※経営状況を踏まえた９区分

担保・保証人 必要に応じて徴求

申 込 先
伊予銀行、愛媛銀行、各信用金庫、商工組合中央金庫松山支店、みずほ銀行、三井住友銀行
中国銀行、広島銀行、山口銀行、阿波銀行、百十四銀行、四国銀行、西日本シティ銀行
徳島銀行、香川銀行、高知銀行、愛媛県信用保証協会

商
工
会
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
出
か
け
ま
し
ょ
う

愛媛宇和海でとれた新鮮な小魚を使用

〒７９８－３３６１　宇和島市津島町北灘甲２３０７
TEL　0895－32－3319　FAX　0895－32－6319
http://tushima.ocnk.net/
津島町商工会HP内（津島ネット市場）

大山蒲鉾店
ご贈答に是非、当店自慢の蒲鉾・天ぷらをどうぞ。
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事
業
主
の
退
職
金
、
小
規
模
企
業
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
、
融
資
で
役
立
つ
貯
蓄
共
済

　

犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
本
会
、
愛
媛
県
警
、

県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
が
10
月
17
日

（
月
）、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
4
者
が
、相
互
協
力
し
て
、

安
全
・
安
心
に
配
意
し
た
環
境
づ

く
り
な
ど
の
取
組
み
を
一
層
強
力

に
推
し
進
め
、
地
域
の
絆
の
強
化

と
人
々
の
規
範
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
真
の
意
味
で
愛
媛
県
の
治
安

を
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

　
（
独
）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

の
廃
止
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
機
構

の
各
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
で
取
り

扱
っ
て
い
た
以
下
の
助
成
金
の
相

談
・
申
請
窓
口
が
、
平
成
23
年
10

月
１
日
か
ら
、
各
都
道
府
県
労
働

局
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
助
成
金

⑴�

中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業

助
成
金

⑵�

中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成

金
⑶�

中
小
企
業
人
材
能
力
発
揮
奨
励

金
⑷�

中
小
企
業
職
業
相
談
委
託
助�

成
金

⑸
建
設
雇
用
改
善
推
進
助
成
金

⑹
建
設
教
育
訓
練
助
成
金

⑺
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金

　

・
訓
練
等
支
援
給
付
金

　

・�

中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力

開
発
助
成
金

　

・�

職
業
能
力
評
価
推
進
給
付
金��

　

・�

地
域
雇
用
開
発
能
力
開
発
助

成
金

▼
詳
し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会�

ま
で
。

｢

犯
罪
の
起
き
に
く

い
社
会
づ
く
り｣

に

向
け
た
協
定
締
結

各
種
助
成
金
の
申
請

先
が
変
わ
り
ま
す
！

　本制度のお問い合わせ・お申し込みは、

最寄りの商工会まで、
お気軽にお電話下さい。足跡をつづる、私を記す。 

そく　せき 

本づくり 
応援キャンペーン 

 

●編集方針のご提案
●原稿作りのアドバイス

あなたが主人公のドラマを未来に伝えませんか。 

※書店での販売をお考えの方も是非お声かけください。 

●規格・装丁のご提案
●予算のお見積もり

●レイアウト見本のご提示
ーその他、ご相談承ります。ー

自費出版・記念出版自費出版・記念出版 自費出版・記念出版

松山本社／松山市湊町7丁目7ー1　TEL（089）945ー0111
東京本社／東京都渋谷区代々木3丁目2ー8　TEL（03）3377ー1230
支店／大阪・高松　営業所／名古屋・高知　http://www.seki.co.jp
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自
動
車
王
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー

ド
は
、「
奉
仕
を
主
と
す
る
事
業

は
栄
え
、
利
益
を
主
と
す
る
事
業

は
衰
え
る
」
と
い
う
名
言
を
残
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
は
、
手
段
を
選
ば
ず
、
限

り
な
き
利
益
の
追
求
を
目
指
す
企

業
へ
の
忠
告
と
も
と
れ
る
。「
お

客
様
満
足
」「
お
客
様
志
向
」
の

経
営
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
ま

さ
に
企
業
の
根
幹
を
な
す
主
要
な

考
え
方
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か

し
、
お
客
様
満
足
を
日
々
の
仕
事

の
中
で
ど
う
実
践
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
考
え
て
み
る
と
、
非
常
に
難

し
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
企
業
経

営
の
中
で
は
、
当
然
利
益
の
追
求

は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
利
益

目
標
を
掲
げ
、
達
成
に
向
け
努
力

し
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
適
正
な
利
潤
を

得
な
け
れ
ば
、
企
業
と
し
て
成
り

立
た
な
い
。
企
業
が
提
供
す
る
各

種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
き
、
企
業
も
適

正
な
利
潤
を
得
て
、
そ
こ
で
働
く

従
業
員
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
こ

と
が
理
想
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
あ
る
商
品
を
購
入
す

る
場
合
、価
額
、性
能
、ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
リ
ス
ク
の
問

題
は
無
い
の
か
等
、
す
べ
て
ク
リ

ア
ー
し
て
初
め
て
信
頼
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
満
足

度
の
内
容
は
、
当
然
お
客
様
に

よ
っ
て
相
違
す
る
も
の
で
あ
り
、

お
客
様
が
何
を
一
番
期
待
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

　
「
お
客
様
志
向
」
と
は
、
お
客

様
の
メ
リ
ッ
ト
を
優
先
す
る
思
考

に
基
づ
く
考
え
方
で
あ
る
。即
ち
、

お
客
様（
市
場
）の
ニ
ー
ズ
に
適
っ

た
製
品
を
お
客
様
に
買
っ
て
も
ら

う
に
は
、
自
社
の
資
産
を
ど
の
よ

う
に
投
下
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
ん

な
お
客
様
の
声
も
聞
く
と
言
う
こ

と
で
は
な
く
、
自
分
の
軸
で
お
客

様
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
あ

り
、
自
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ

ジ
ョ
ン
に
応
じ
た
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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